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故大澤洋昭君の御霊に友人を代表し謹んで哀悼の言葉を捧げます。
君は義理堅くて快活な青年でした。それが晩年になって急変し、身体不如意になろうとは、私たちは信じられませんでした。県庁を退職してから現在地に土地を求めて新居を構え、これから存分に人生を楽しむことができたというのに、奥様に支えられて歩くお姿を見て私は胸をつかれる思いでした。
私と君は山形東高校で初めて出会いましたが、出身中学校は同じ山形三中でした。ただし君は本校の卒業生、私は南沼原分校の卒業生でした。組は違っても君は上町から私は南館から、自転車登校の途中でいっしょになって学校に通い、すぐ友だちになりましたね。君が南館西に新居を構えたのは産まれた土地である沼木に近かったからだったのでしょうか。そうだとすると君は元々南沼原村の人、つまり私とは同郷だったのです。
あれから六十有余年の月日が過ぎ、私たち同期生は喜寿を迎えました。これを期に今年十月、盛大に「喜寿を語る会」を催すべく準備を進めております。もし君が元気でいてくれたらきっと先頭にたって世話役を引き受け奮闘していたことでしょう。私は会を切り盛りする君の颯爽とした姿を見たかった。他の同期生もみんなそう思っていました。
　既に鬼籍に入った同期生が少なからずおります。年齢から言えば当然ではありますが、元気に生きている同期生、現役で仕事を続けている同期生、地域社会のために活動している同期生も少なくありません。
　七十歳の古稀祝いの時には文翔館で音楽会、国際ホテルで展覧会を開いて一般に公開し、同期会活動の新しい形を世に示して大いに気を吐きました。これを機に元気印の同期生たちは次々と同好会をたちあげて熱心に活動しています。私は俳句会、論語会、書道の会に入っています。他には囲碁の会、謡曲の会、マージャン、ゴルフのクラブがあり、野球をやっている者もあれば野菜作りを楽しんでいる仲間もいます。老いてますます壮んなり、の面々です。
その成果を世間に示すべく、今年もまた懲りずに喜寿を記念して古稀の会の時と同様の企画を実行します。我らが学年同期生は生意気者、恥も外聞も知らない気楽な連中が多いのです。
　大澤君、君も元気だったらこうした我らの仲間になって大いに活躍してくれたことでしょうに。惜しまれてなりません。でも君は最後まで奥様とお子様方ご家族の暖かい愛情に包まれ手厚い介護に抱かれて、病気と戦い抜きがんばりましたね。そして静かに旅立ちました。季節は今、春爛漫。満開の桜でしたが早くも散り始めました。桜吹雪の中を去っていく君の後姿が見えるようです。
君を送るにふさわしいのはやはり山形東高校校歌でしょうか。
羽前の三山虚空を凌ぐ　偉大の姿は無言の教え　
霊ある呼吸は我が胸充たし　理想の高きを仰げと宣す
今、元気印で張り切っている私たちであっても、遠からず君の後を追っていきます。君とはその時に私たちが今やっている活動を共に再開しましょう。君のあの快活な気性と行動力抜群のお姿に再び会えるのです。
大澤洋昭君、今は安らかにお眠りください。グッドバイ。
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